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東
京
美
術
学
校
の
創
設

　

東
京
の
上
野
公
園
の
北
側
に
存
在
す
る
東
京
藝
術

大
学
は
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
に
創
設
さ
れ
た

東
京
美
術
学
校
と
東
京
音
楽
学
校
を
第
二
次
世
界
大

戦
後
の
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に
統
合
し
て
実

現
し
た
大
学
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
か
ら
明

治
時
代
へ
日
本
が
移
行
し
た
時
期
に
、
西
洋
の
文
化

を
導
入
し
よ
う
と
し
た
文
明
開
化
を
象
徴
す
る
学
校

で
あ
り
、
現
在
で
も
演
奏
可
能
な
日
本
最
古
の
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
が
存
在
す
る
こ
と
で
も
当
時
の
政
府
の

意
欲
が
実
感
で
き
る
。

　

今
回
は
、
こ
の
東
京
美
術
学
校
を
創
設
し
た
岡
倉

天
心
（
本
名
は
覚
三
）
を
紹
介
す
る
。
天
心
の
人
生

は
波
乱
万
丈
で
あ
る
が
、
若
年
の
時
期
か
ら
普
通
で

は
な
か
っ
た
。
父
親
は
福
井
藩
士
の
岡
倉
勘
右
衛
門

で
あ
る
が
、
開
国
直
前
の
世
情
調
査
の
た
め
、
藩
命

に
よ
っ
て
武
士
か
ら
横
浜
に
開
設
さ
れ
た
商
館
「
石

川
屋
」
の
商
人
と
な
っ
て
お
り
、
天
心
は
そ
の
商
館

で
一
八
六
三
（
文
久
二
）
年
に
誕
生
し
た
。
し
か
し

天
心
が
九
歳
に
な
っ
た
と
き
母
親
が
死
亡
し
た
た
め

付
近
の
長
延
寺
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
る
。

 

そ
こ
で
漢
籍
を
学
習
す
る
と
と
も
に
、
横
浜
の
外

国
人
居
留
地
に
滞
在
し
て
い
た
宣
教
師
Ｊ
・
Ｈ
・
バ

ラ
か
ら
英
語
も
習
得
し
た
。
一
八
七
一
（
明
治
四
）

年
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
「
石
川
屋
」
は
廃
業
と
な

っ
た
た
め
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に
父
親
が
東

京
の
日
本
橋
蛎か

き
が
ら殻
町
で
旅
館
を
開
業
し
、
一
家
は
東

京
に
移
転
し
た
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
東
京
外
国

語
学
校
（
東
京
外
国
語
大
学
の
前
身
）
に
入
学
、
さ

ら
に
二
年
後
の
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
東
京
開

成
学
校
（
東
京
大
学
の
前
身
）
に
入
学
し
た
。

　

そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
大
森
貝
塚
の
発
見
で
有
名

な
ア
メ
リ
カ
の
動
物
学
者
Ｅ
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
の
紹
介

で
、一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
に
来
日
し
た
Ｅ
・
Ｆ
・

フ
ェ
ノ
ロ
サ
で
あ
る
（
図
１
）。
哲
学
や
政
治
が
専

門
で
あ
る
が
、
東
洋
美
術
に
も
造
詣
の
あ
る
学
者
で

あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年

に
発
布
さ
れ
る
大
日
本
帝
国
憲
法
を
起
草
し
た
一
人

で
あ
る
政
治
家
の
金
子
堅
太
郎
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
ハ

岡
倉
天
心
（1863-1913

）

【
連
載
】『
凛
々
た
る
人
生
』

   　
　
　

   

─ 

志
を
貫
い
た
先
人
の
姿 

─

東
京
大
学
名
誉
教
授　

月
尾
嘉
男

［
第
十
五
回
］
日
本
の
精
神
を
世
界
に
伝
達
し
た  

岡
倉
天
心
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場
所
は
上
野
公
園
に
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
に

開
設
さ
れ
て
い
た
「
教
育
博
物
館
」
の
館
内
に
併
設

さ
れ
た
（
図
２
）。
天
心
が
初
代
校
長
と
な
っ
た
が
、

画
家
で
は

な
い
の
で

実
技
の
教

育
は
で
き

ず
、
開
校

初
期
の
教

官
は
江
戸

幕
府
の
御

用
絵
師
で

あ
っ
た
橋

本
雅が

邦ほ
う

や

仏
師
が
本

職
の
高
村

光
雲
な
ど

で
あ
っ
た
。

　

早
速
、
入
学
試
験
を
実
施
す
る
が
、
全
国
各
地
か

ら
応
募
が
あ
り
、
試
験
に
合
格
し
た
五
〇
名
と
地
方

の
官
庁
か
ら
推
薦
さ
れ
た
一
五
名
が
最
初
の
学
生
と

な
っ
た
。
教
師
に
は
前
述
の
橋
本
雅
邦
や
高
村
光
雲

以
外
に
、
川
端
玉ぎ

ょ
く
し
ょ
う
章
、
狩
野
友
信
な
ど
伝
統
美
術
の

絵
師
な
ど
が
就
任
し
た
。
そ
の
教
育
内
容
も
絵
画
や

彫
刻
だ
け
で
は
な
く
、
漆
工
や
金
工
や
鋳
金
な
ど
日

本
の
伝
統
工
芸
も
対
象
と
な
り
、
初
期
に
卒
業
し
た

生
徒
も
横
山
大
観
、
下
村
観
山
、
菱
田
春
草
な
ど
日

本
画
家
が
主
力
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
日
本
最
初
の
美
術
学
校
の
創
設
を
目
指
し
た

天
心
の
意
気
は
生
徒
の
着
用
す
る
制
服
の
意
匠
を
東

京
帝
国
大
学
教
授
で
恩
師
で
あ
る
黒
川
真ま

頼よ
り

に
依
頼

し
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
。
黒
川
は
幼
少
時
代
か
ら

博
覧
強
記
で
有
名
な
学
者
で
あ
る
が
、
当
時
の
洋
風

を
強
引
に
導
入
す
る
文
明
開
化
の
風
潮
を
遺
憾
と
し

て
い
た
た
め
、
聖
徳
太
子
の
彫
像
を
参
考
に
し
て
飛

鳥
時
代
の
官
服
の
よ
う
な
衣
装
を
提
案
し
た
。
当
時

ー
バ
ー
ド
大
学
の
同
窓
で
あ
り
、
そ
の
影
響
で
日
本

美
術
に
関
心
が
あ
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

　

来
日
し
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
前
年
に
創
設
さ
れ
た
ば

か
り
の
東
京
大
学
で
教
授
と
し
て
東
洋
美
術
を
研
究

す
る
と
と
も
に
講
義
を
し
た
。
そ
の
講
義
を
受
講
し

た
の
が
柔
道
の
父
と
さ
れ
る
嘉
納
治
五
郎
、
東
京
大

学
で
日
本
人
初
の
哲
学
教
授
と
な
る
井
上
哲
次
郎
、

早
稲
田
大
学
総
長
と
な
る
高
田
早
苗
、
小
説
『
当
世

書
生
気
質
』（
一
八
八
六
）
で
有
名
に
な
る
作
家
の

坪
内
逍し

ょ
う
よ
う遥
な
ど
と
と
も
に
天
心
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら

の
人
々
の
う
ち
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
最
大
に
影
響
さ
れ

た
の
が
天
心
で
あ
る
。

　

一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
に
卒
業
す
る
と
、
文

部
省
音
楽
取
調
掛
に
就
任
す
る
が
、
横
浜
で
の
経
験

で
英
語
が
堪
能
で
あ
っ
た
た
め
、
恩
師
の
フ
ェ
ノ
ロ

サ
が
京
都
や
奈
良
の
古
寺
を
調
査
す
る
旅
行
に
随
行

し
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に
は
千
古
未
開
の

秘
仏
と
さ
れ
て
い
た
法
隆
寺
夢
殿
の
本
尊
で
あ
る
救

世
観
音
菩
薩
像
の
開
帳
に
も
立
会
っ
た
。
さ
ら
に
一

八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
東

京
美
術
学
校
を
創
設
す
る
た
め
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
欧
米

の
美
術
事
情
を
視
察
す
る
旅
行
に
も
同
伴
し
た
。

大
家
と
な
る
多
数
の
俊
才
が
入
学

　

こ
の
視
察
旅
行
の
成
果
と
し
て
、
天
心
が
帰
国
し

た
一
八
八
七（
明
治
二
〇
）年
に
東
京
美
術
学
校
が
創

設
さ
れ
、二
年
後
の
一
八
八
九（
明
治
二
二
）年
に
開
校
、

図
２ 

大
正
時
代
の
東
京
美
術
学
校

図 1 E. F. フェノロサ（1853-1908）
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し
て
、
わ
ず

か
半
年
で
東

京
の
谷
中
に

日
本
美
術
院

を
創
設
し
た
。

天
心
は
存
在

を
誇
示
す
る

た
め
、
天
心

に
同
調
し
て

東
京
美
術
学

校
を
辞
任
し

た
横
山
大
観
、

橋
本
雅
邦
、
下
村
観
山
、
菱
田
春
草
な
ど
が
傑
作
を

発
表
す
る
日
本
美
術
院
展
を
開
催
し
て
世
間
に
訴
求

し
た
。
一
方
、
東
京
美
術
学
校
も
交
替
し
て
校
長
に

な
っ
た
正
木
直
彦
の
努
力
に
よ
っ
て
組
織
や
制
度
の

改
革
が
実
行
さ
れ
、
安
定
し
た
学
園
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
日
本
美
術
院
は
三
年
が
経
過
し
て
経
営

不
振
と
な
り
、
天
心
は
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年

に
茨
城
県
の
太
平
洋
岸
の
五い

浦づ
ら

に
日
本
美
術
院
の
絵

画
部
門
を
移
設
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
期
か
ら
天

心
は
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
中
国
・
日
本

美
術
部
長
に
就
任
し
た
た
め
活
動
は
停
止
し
た
が
、

横
山
大
観
や
下
山
観
山
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
日
本

美
術
院
を
再
興
し
、
終
戦
直
後
の
一
九
四
六
年
に
本

拠
を
東
京
の
谷
中
に
移
設
し
、
現
在
は
日
本
を
代
表

す
る
美
術
団
体
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

四
冊
の
名
著
を
英
文
で
執
筆

　

こ
の
よ
う
な
天
心
の
活
動
は
大
名
や
金
持
ち
の
趣

味
で
あ
っ
た
美
術
を
一
般
社
会
に
拡
張
し
た
と
い
う

意
義
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
英
語
の
得
意
な
天
心

が
英
文
で
著
述
し
た
四
冊
の
著
作
に
よ
っ
て
、
日
本

の
精
神
を
世
界
に
広
範
に
浸
透
さ
せ
た
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
最
初
に
出
版
さ
れ
た
の
が『
東
洋
の
理
想
』

の
東
京
美
術
学
校
の

記
念
写
真
に
は
、
そ

の
制
服
を
着
用
し
た

生
徒
が
記
録
さ
れ
て

い
る
（
図
３
）。

　

天
心
は
学
内
で
の

授
業
は
し
な
か
っ
た

も
の
の
海
外
で
活
躍

し
、
一
八
九
一
（
明

治
二
四
）
年
に
は
、

コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ア
メ

リ
カ
大
陸
を
発
見
し

て
か
ら
四
〇
〇
年
を

記
念
し
て
シ
カ
ゴ
の

ミ
シ
ガ
ン
湖
畔
で

一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
に
開
催
さ
れ
た
「
世
界

コ
ロ
ン
ブ
ス
博
覧
会
」
の
評
議
員
と
な
り
、
日
本
政

府
が
出
展
す
る
鳳
凰
殿
の
模
型
を
製
作
し
て
い
る
し
、

政
府
か
ら
の
要
請
で
清
国
に
出
掛
け
、
河
南
省
洛
陽

市
に
存
在
す
る
龍
門
石せ

っ
く
つ窟

（
現
在
は
ユ
ネ
ス
コ
世
界

文
化
遺
産
）（
図
４
）
の
調
査
も
し
て
い
る
。

辞
職
し
て
日
本
美
術
院
を
創
設

　

し
か
し
奔
放
な
性
格
の
天
心
は
自
身
を
支
援
し
て

校
長
に
推
挙
し
て
く
れ
た
駐
米
全
権
公
使
九
鬼
隆
一

男
爵
の
夫
人
初
子
と
複
雑
な
関
係
と
な
り
、
初
子
は

離
婚
、
天
心
は
妻
子
と
別
居
と
い
う
事
態
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
非
難
さ
れ
た
初
子
は
発
狂
し
、
天
心
は

一
八
九
八（
明
治
三
一
）年
に
排は

い
せ
き斥

さ
れ
て
東
京
美
術

学
校
を
辞
職
す
る
こ
と
と
な
り
、
橋
本
雅
邦
な
ど
一

七
名
の
教
師
も
辞
職
す
る
と
い
う
事
件
に
発
展
し
た
。

し
か
し
当
代
の
著
名
な
画
家
が
連
帯
し
て
辞
職
し
た

こ
と
が
天
心
の
偉
大
さ
を
証
明
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
評
価
を
背
景
に
、
天
心
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
や
ア
メ
リ
カ
の
富
豪
か
ら
多
額
の
寄
付
を
受
領

図
4 

龍
門
石
窟

図
３ 

初
期
の
制
服
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は
日
本
の
戦
闘
精
神
が
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
建
築
、

庭
園
、衣
服
、絵
画
な
ど
に
、戦
闘
と
は
対
極
に
あ
る

茶
道
の
精
神
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
日

本
文
化
の
本
質
を
説
明
し
た
内
容
で
、
こ
れ
ま
で
に

邦
訳
が
六
〇
万
部
も
発
行
さ
れ
て
い
る
名
著
で
あ
る
。

　

明
治
時
代
に
開
国
し
た
日
本
は
江
戸
時
代
の
二
七

〇
年
に
も
な
る
鎖
国
の
た
め
、
当
初
は
先
進
諸
国
か

ら
好
奇
の
視
点
で
関
心
が
集
中
し
て
い
た
が
、日
清
・

日
露
戦
争
の
勝
利
に
よ
り
軍
事
大
国
と
し
て
評
価
さ

れ
る
と
と
も
に
警
戒
さ
れ
る
一
方
、
世
界
最
古
の
歴

史
の
あ
る
文
化
国
家
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
日
本
の
本
質
を
世
界
に
周
知
さ
せ
た
の
は
、
い

ず
れ
も
英
語
で
執
筆
さ
れ
た
新
渡
戸
稲
造
の
『
武
士

道
』（
一
八
九
九
）
と
岡
倉
天
心
の
『
茶
の
本
』
で

あ
る
と
し
て
過
言
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
日
本
が
敗
戦
か

ら
驚
異
の
復
活
と
発
展
を
し
た
時
期
に
は
、
Ｅ
・
ヴ

ォ
ー
ゲ
ル『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』（
一
九

七
九
）、Ｃ
・
プ
レ
ス
ト
ウ
ィ
ッ
ツ『
日
米
逆
転
』（
一
九

八
八
）、
Ｋ
・
ウ
ォ
ル
フ
レ
ン
『
日
本
／
権
力
構
造
の

謎
』（
一
九
八
八
）
な
ど
外
国
の
識
者
の
見
解
が
世

界
に
流
布
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
特
定
の
意
図
を
も
っ

て
執
筆
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
。
日
本
の
世
界
で
の
位

置
が
巨
大
な
転
換
を
し
て
い
る
現
在
、
天
心
の
よ
う

な
人
物
に
よ
る
日
本
の
本
質
の
紹
介
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
九
〇
三
）（
図
５
）で
ロ
ン
ド
ン
の
ジ
ョ
ン
・
マ
レ

ー
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
。冒
頭
の「
ア
ジ
ア
は
一
つ

（
ア
ジ
ア
・
イ
ズ
・
ワ
ン
）」
と
い
う
有
名
な
言
葉
は

ア
ジ
ア
各
国
の
独
立
運
動
に
影
響
し
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
出
版
の
翌
年
の
日
露
戦
争
が
開
戦
し
た
一
九

〇
四
年
に
発
行
さ
れ
た
の
が『
日
本
の
覚
醒
』で
あ
り
、

前
出
の
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
書
店
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
会
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。日
露
戦
争
は
ア

メ
リ
カ
で
は
一
部
の
人
々
が「
黄こ

う

禍か

」と
批
判
し
た
が
、

そ
の
時
期
に
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
い
た
天
心
は
欧

米
の
ア
ジ
ア
侵
略
を
「
白は

っ

禍か

」
と
反
論
し
、
日
本
の

歴
史
を
通
覧
し
て
、
日
本
の
行
動
は
東
洋
の
精
神
文

化
の
独
自
の
発
露
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
見
解

は
欧
米
で
も
多
数
の
人
々
か
ら
賛
意
が
表
明
さ
れ
た
。

　

一
九
〇
二
年
に
執
筆
さ
れ
て
い
た
が
、
完
全
な
原

稿
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
天
心
の
死
後
に
草
稿
が
発

見
さ
れ
、
一
九
三
八
年
に
出
版
さ
れ
た
の
が
『
東
洋

の
覚
醒
』
で
あ
る
。
執
筆
当
時
は
イ
ギ
リ
ス
が
支
配

し
て
い
た
イ
ン
ド
に
滞
在
し
て
い
た
時
期
で
、
イ
ン

ド
の
独
立
に
奮
闘
す
る
青
年
た
ち
へ
の
檄げ

き
ぶ
ん文

で
あ
り
、

「
ア
ジ
ア
の
兄
弟
姉
妹
よ
！
現
在
の
東
洋
は
情
弱
と

同
義
で
、
住
民
は
奴
隷
の
別
名
で
あ
る
」
と
い
う
よ

う
な
過
激
な
表
現
が
頻
出
し
て
い
る
。
日
本
で
は
批

判
す
る
意
見
も
存
在
し
た
が
、
天
心
の
心
情
を
発
露

し
た
文
章
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
四
冊
の
う
ち
有
名
な
書
物
は
『
茶
の
本
』

（
一
九
〇
六
）で
あ
る（
図
６
）。題
名
か
ら
連
想
さ
れ

る
よ
う
な
茶
道
の
解
説
で
は
な
く
、
茶
道
の
精
神
を

背
景
に
日
本
の
文
化
の
深
奥
を
解
説
す
る
内
容
で
あ

る
。
日
清
・
日
露
戦
争
の
勝
利
に
よ
っ
て
、
世
界
で

つ
き
お 

よ
し
お

一
九
四
二
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
工
学
部
卒
業
。
工
学
博
士
。
名
古

屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
、
総
務
省
総
務
審
議
官
な
ど
を
経
て

東
京
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
通
信
政
策
、
仮
想
現
実
。
趣
味
は
カ

ヤ
ッ
ク
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
。
著
書
は
『
縮
小
文
明
の
展

望
』『
先
住
民
族
の
叡
智
』『
転
換
日
本
』『
凛
々
た
る
人
生
』『
爽
快

な
る
人
生
』『
意
志
あ
る
人
生
』
な
ど
多
数
。

図 5 『東洋の理想』（1903）

図 6 『茶の本』（1906）


